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　　1目的】　我々 は先に菌体の リサイ クル に よる ビー
ル 連続醸造シス テ ム を構築コ⊃してい る

　　が 、 動力学的に ア プロ
ーチす る こ とに よ っ て よ りダイ ア セ チ ル 濃度の 低 い 連続醸造 シス

　　テ ム を再構築する こと を考え、 回分培養に お ける動力学モ デ ル の 作成 を行っ て み た 。

　　【方法及び結果】　菌株 は3aα 畑   拶 eg　c αieγfsfae　BFY 　217を｛吏用 した 。 培地成分

　　を
一

定に する ため に麦汁で は な く合成培地謄 使用 する こ と と し 、 フ ラス コ で の

　　比 較実験 に お い て エ タ ノ
ー ル 、 香気成分 に大きな差は認め られ なか っ たた め以

　　下 の 実験 に用 い た。 回分培養は3．〔L 容ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ ン ター （丸菱）を用い 8℃ 、

　　150rpmで 行 っ た。 そ して 菌体 、 糖 、 ダイ アセ チ ル濃度を随時測定 した。 その デー タをも

　　と に動力学的解析 を行 っ た 。 本 モ デ ル に よる シ ミ ュ レーシ ョ ン結果 は測定値と良好に
一

　　致 した。
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【目的】拡散係数は、 分離精製プロ セスにおける重要な物性値である。 しか しながら特

に、 混合溶媒系の拡散係数は重要で あるにも関わ らず実測値も少なくまた推算方法も

確立されてい ない 。 本研究では 、 細管内膚流流れの応答曲線を利用 した Taylor法を用

い て主 として メタノール ー水混合溶媒系におけ る拡散係数 D を測定 した。 さらに 、 既

存の推算あるい は相関式を修正 ・拡張 して 実験値を表現する方法につ い て検認した。

【方法】管内径 1mm 、 管長 3−10
．
m 、

コ イルiX　30
，
60　cm の ス テ ン レス管を用い た。 温

驕潮鰡謬灑礫紮無欝務翕乱鬟李勢鬱礎墅
ま

難鍵
不飽和脂肪酸 （PUFA ）として リノ レ ン酸メチル エ ス テル な どを使絹した。

【結果】は じめに低分子を使用 して装置の精度と再現性牽検討した結果、 誤差数％の範

囲内で拡散係数 D が求め られ ることがわかっ た。
つ ぎに溶媒濃度とD の 関係を検討 し

た とこ ろ低分子および PUFA の どちらもメタノ 』

ル モル 分率が 1．0 か ら0・5：に減少す

る とき D は約 50％に低下 した。 Wilke−Chan：g 式におけ る会合係数 と溶媒分子量にっ

い て加成性を仮定した修正式は実験結果を 10％以下の誤差で表わすこ とがで きた 。

M 。 asurem ，nt 　and 　p・edi ・t5… i
・f・diffu・i。n　c・ ・fi・i・・ t　i・ mi ・・d ・s・1… t・

sllu．i。hi・Y。。，。 m ・t。
，
　OT．F・ ・u ・V・，

　N．s・d・［hit・（b ・pt・ch・m ・E ・g・
・
Y ・m ・g・chi 　u ・i・ ・）

【K ，y　w ・rd ・ 】d・iff… 1・n … m ・i・・t
，
　P・iy… attirat ・d　f・tty ・cid ・

，　T・yl・・ 皿 ・th・d

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


